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来る 10月 23日 (水 )、 24日 (木 )の2日間にわたり、食品衛生全国大会を開催しヽたします。本大会では、

食品衛生の一層の向上を図り、国民に提供する食の安全と健康の増進に寄与した方がたが表彰されます。

おもな行事予定は次のとおりです。

日時 :令和6年 10月 23日 (水 )

午後 ]時30分～午後4時30分

場所 :台東区立浅草公会堂

(東京都台東区浅草 ]丁目38番6号 )

次第 :第 1部 食品衛生指導員体験発表
第2部 食品衛生指導員理事長表彰

日時 :令和6年 10月 24日 (木 )

午前 10時～午後4時30分

場所 :明治座

(東京都中央区日本橋浜町2丁目31番 ]号 )

次第 :厚生労働大臣表彰の部 (主催 :厚生労働省)

公益社団法人日本食品衛生協会会長表彰及び

感謝斗犬の部 (主催 :公益社団法人日本食品衛生協会)

梅沢富美男劇団

梅沢富美男 研ナオコ特別請演

公演につきましては、午後0時45分開演、午後4時 30分
終演予定です。

日時 :令和6年 10月 23日 (水)午前 ]]時～ 12時

場所 :食品衛生センター6階講堂

蒔
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令和 6年 7月 3日 (水)仙台ガーデンパレス (イ山

台市)にて約 180名の参集のもと、厚生労働省健

康・生活衛生局長、宮城県知事、仙台市長など多

くの来賓を迎え、北海道・東北ブロック大会を盛

大に開催いたしました。

梅雨の合間の晴天のもと、緑映える杜の都に

各支部の皆さまが一堂に会した開催となつた本

大会は、仙台市 望月支部長の開会の辞、日食協

鵜飼理事長 (代読 :塚脇専務理事 )、 北海道・東北

ブロック連絡協議会 岸会長 (福島県支部長)のあ

いさつで幕を開け、第一部では、厚生労働省健康

・生活衛生局長表彰の受賞 =|1警驀機機
=撼

者 5名を代表して宮城県

高橋福治氏に表彰状が授

与されました。続いて、

仙台市衛生研究所 戸丼田

和弘所長より「感染症対策

と食品衛生～新型コロナ

ウイルス感染症を振 り

返つて～」と題して講演が

第34回 関東甲信越ブロック大会は令和 6年
7月 ]]日 (木 )、 新宿の京王プラザホテルにて

開催されました。当日は天候に恵まれ、100名

を超える参力日をいただきました。

東京都食品衛生協会 三田副支部長および日

食協 鵜飼理事長 (関東甲信越ブロック連絡協議

会 会長)の挨拶に続き、厚生労働省健康・生活衛

生局長表彰の授与が行われました。また、開催

にあたつては厚生労働省健康・生活衛生局長、東

京都保健医療局食品医薬品安全担当部長よりこ

祝辞を賜りました。

続いての議事で |よ

森村専務理事 (東京

都支部)の進行のも

と、日食協 令和 6年

度重点事業の説明の

後、別会場で先立つ

て開催された第48回

関東甲信越ブロック

連絡協議会の報告が

行われ、コロナ禍を振り返るように参加者は熱

心に聞き入つていました。

第二部では、青森県 山谷幸江指導員、仙台市

庄子新弥指導員による指導員活動体験発表、仙

台市健康福祉局保健所生活衛生課 齋藤課長の講

評の後、福島県 岸支部長を議長とし、日食協令

和 6年度重点事業概要説明、本大会決議文の採

択、次期開催地の岩手県 齊藤支部長のあしヽさつ

と続き、仙台市 庄子副支部長の閉会の辞をもつ

て大会は盛会裏に終了いたしました。

行われ、次回の大会開催支部が新潟県に、食品衛

生指導員全国大会での体験発表担当が横浜市と

川崎市に決定した旨が伝えられました。

最後に「食品安全文化～食品事故を起こさない

社風の構築～」と題しましてFood Communica
tion Compass代 表の森田先生よりこ講演をい

ただき、早川副支部長 (東京都支部)の閉会の挨拶

をもつて盛会裏に大会が終了いたしました。

(公益事業部 :吉田 建介)

仙台市 望月支部長による開会の辞

(公益事業部 :岡本 愛)

厚生労働省健康 生活衛生局長表彰の授与

日食協 鵜飼理事長による開会の挨拶 厚生労働省健康 生活衛生局長表彰の授与
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令和6年 7月 17日 (水 )、 七珍で有名な宍道湖

ほとり、松江市にある島根県民会館にて、第65
回中・四国ブロック大会が約370名 の参力日者の

もと盛大に開催されました。

第 1部では、島根県支部 藤井支部長、日食協

鵜飼理事長 (代読 :加地常務理事)の開会挨拶に

始まり、厚生労働省健康・生活衛生局長表彰の授

与が執り行われました。受賞者 8名を代表して

島根県 坂本光夫氏に表彰状が授与され、また今

年度退任されました山口県支部 原田前支部長

に対し、中・四国ブロック連絡協議会 森会長 (香

川県支部長)よ り感謝状が贈呈されました。続

いて厚生労働省健康・生活衛生局 大坪寛子局長

(代読 :小西食品監視

安全課輸出先国規制

対策室長 )、 島根県 丸

山達也知事、松江市

上定昭仁市長 (代読 i

講武副市長)よ り祝辞

を賜りました。

第65回九州ブロック大会が令和6年7月 18

日(木 )、 厚生労働省健康・生活衛生局長 (代読 :

出口食品監視安全課長補佐 )、 沖縄県 玉城知事

(ビデオメッセージ)、 宜野湾市長 (代読 :宮城

健康推進部長)など多くのこ来賓を迎え、沖縄県

宜野湾市の沖縄コンベンシ∃ンセンターを会場

に出席者約900名のもと盛大に開催されまし
た。はじめに那覇太鼓による迫力あるパフォー

マンスが披露され、開会前から会場内は高揚し

た雰囲気に包まれていました。その後、沖縄県支

部 玉城副支部長の開会のことば、日食協 鵜飼理

事長、沖縄県

支部 佐久本支

部長の挨拶に

続 き、厚生労

働省健康・生活

衛生局長表彰

が行われ、受

賞者 ]4名を代

表 して沖縄県

第 2部では島根県支部の伊藤副支部長の力強

い開会宣言に続き日食協重点事業説明、次回開催

支部である香川県支部 森支部長への大会旗の引

き継ぎが行われました。

最後に第 3部記念講演として、島根大学医学

部皮膚科学講座准教授 千貫祐子先生より「食物

アレルギーの健康と対策～最新情報～」と題して

こ講演いただき、本大会は盛会裏に閉会となり

ました。

懇親会のスタートは神々のあつまる国らしく

阿羅波比神社 立脇宮司によるお祓いで清めら

れ、掛合太鼓、安来節が披露されるなど盛大な会

となりました。 (出版部 :伊藤 禎啓)

奥平幸司氏に表彰状が授与されました。

続けて、劇作家・プロデューサーの亀島靖氏に

「琉球王国の食文化」について特別講演をいただ

き、食品衛生指導員の副島孝世氏(福岡県支部)、

稲福栄子氏 (沖縄県支部)に体験発表をしていた

だきました。

最後に、日食協事業説明、前日の協議会報告

があり、大会スローガン3題が読み上げられ、次

期開催支部の福岡市支部 阿部支部長の挨拶を

もつて盛会裏に終了いたしました。

島根県 藤丼支部長による開会の挨拶 郷土芸能の掛合太鼓を披露

日食協 鵜飼理事長による開会の挨拶

(出版部 :水柿 直哉)

沖縄県支部 佐久本支部長による開会の挨拶

■
■



「食の安心。安全・五つ星」事業は、令和3年 6月のHACCPに沿つた衛生管理の制度化により、従来
型のプレート制度を令和7年度末で廃止し、HACCP型に一本化することとしております。
今後はHACCP型を中心とした本事業のさらなる推進のため、以下のとおり実施してまいります
ので、こ理解・推進方こ協力の程お願い申し上げます。

1.日本食品衛生協会ホームページ上の本事業サイ トの完全リ
ニューアル

本事業参加施設掲載の検索機能を拡大します。参加施設、支

部・支所が直接Web上で参加施設情報の掲載を可能にします
(令和7年 3月公開予定)。
2.ポスターの配布
本事業をPRするポスターを作成し、消費者の理解浸透と
HACCP推進の一助としての認識を関係行政へ周知すること
を目的とします。
3.従来型からHACCP型への移行促進
O HACCP型移行促進費として1施設当たり1,000円の交付
(移行期間 i令和8年 3月末日まで)と HACCP型 プレート
デザインのステッカーを無償提供
・経年劣化したHACCP型 プレー トの無償交換
4.広域展開企業等への対応
令和 6年度より、① 本事業に参力日する施設すべてが会員で
あること ② 全施設の五つ星食品衛生管理項目を確認・判定できることを条件に、チ正一ン
店などの広域展開する施設も本事業への対応可能とします。

| 調錫譜臨縞讐ι讐

'駐

鋼,'P響 (公益事業部公益事業課)

【3日間集合形式】
対面での講義及 l_Tグループ演習によりHACCPの
構築を学びます

申込期間 ]1月 1日 (金)～ 2月 7日 (金 )
研1多日程 2月 26日 (水)～ 2月 28日 (金 )
参加費 :44.000円

【eラーニング及びWeb形式】※追加開催
申込期間 ～9月 6日 (金 )
研修日程
eラーニング:9月 20日 (金 )～ 10月 23日 (水 )
Web 10月 3]日 (木 )
参加費:44000円

コーーデックスHACCPに そつ
て、7原則 12手順につしヽて学
び、自らHACCPを 構築でき
る人材を育成します。

【eラーニング及びWeb形式】
申込期間 ～]1月 18日 (月 )
研修日程
eラーニング 12月 2日 (月 )～ ]月 ]7日 (金 )
Web]月 31日 (金 )
参加費124.200円

コーデックスの食品衛生の一般

原則や米国の食品安全強化法

(FSllA)、 八ザードコントロー

ルについて理解を深めます。

【eラーニング及びWeb形式】
申込期間 ～]]月 ]日 (金 )
研修日程
eラーニング ]]月 5日 (火 )～ 12月 24日 (火 )
Web]月 ]4日 (火 )
参加費:22000円

HACCPプランを作成するうえ
で必要となる妥当性確認の実

施方法、日ACCP運用に必要な
検証の考え方を習得し誅す。

【eラーニング及び集合またはWeb形式】
農林水産省補助事業輸出を目指す事業者を対象
申込期間 ①～9月 12日 (木 )

09月 3日 (火 )～ 11月 ]2日 (火 )
研修日程
①eラーニング:10月 1日 (火 )～ ]]月 15日 (金 )
集合 ]1月 28日 (本)29日 (金 )
Oeラーニング:12月 2日 (月 )～ 1月 20日 (月 )
Web12月 3日 (月 )4日 (火 )
参力日費:30,800円

個人や地域による差 I」 生じな
いよう、力量の平準化を図り、

HACCPを導入 運用する事業
者に指導 助言できる人材を育

成します。



本年度につきましても、昨年度に引き続き「あんしんフード君Web受付システム研修会」を全国8
会場で開催し、多くの方がたにこ参加いただきました。今回は研修会でこ質問いただいた内容とそ
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の回答を掲載いたします。

回 調矯哩     Ъ掘写棚ら」チランこついでよ縦票がなく
本チラシについては、次年度更新時の決済方法とその送付手段を返信いただくための案内の
ため、1年間 (令和7年 9月満期分まで)は送付を継続するよう検討しています。

窓口現金受領の際の領収証について、紙帳票がなくなる令和7年2月満期以降についてはどう
すればよいのですか。
新規用の「掛金充当金領収証」を起票いただく想定ですが、大口団体等の現金受領の場合、 ]
件ずつの起票に手間がかかることが想定されるため、令和7年3月満期以降についても、継続
用の「掛金充当金領収証」を送付するか、費用画も含めて検討してまいります。

【ED普及推進員が主となつて加入手続きを行つている場合はどうすればよいですか。
A3.支部、支所、普及推進員の了承のもと、普及推進員用のID・パスワードを用いて、Web受付シ
ステムヘログインいただくことで、会費情報入力等の一部機能を除き、同様の手続きをして
いただけます。普及推進員向けの説明会については、別途三井住友海上火災保険株式会社よ
りこ案内の予定です。

口座振替加入者の会費同時請求について、いつから始
まるのでしょうか。

令和6年 12月始期分 (令和6年 10月 23日振替分)からと
なります。現行システムの会費入力欄に金額が入つてい
る場合、同時請求の対象となるため、共済掛金と食協会
費の同時請求を希望されない加入者につきましては、現

共済部 )
名古屋会場の様子

臨 騨 鋼 嘲 拠 瓢 嚢    藤
食品衛生研究所では、食品検査や品質管理等の業務に携わる皆さまに知識や技術を支援するため
の実習研修会を開催しております。講師は経験豊富な各分野の第一人者にお願いし、当所にある完
備された実習室で、自ら手を動かす実習を主体とした研修を行つています。また、質疑・応答の時
間も十分にとり、日頃の疑問点にもお答えします。 10月開催予定は次の 2コースです。

lllkl曇瑯雰:棄ξ蕎〔  鯰5鎌露ぽ
:黒曇熟 ぽ 景∵勢 鍔 :詳Ⅲ Ⅲ I■ ■ ■ |■
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詳しくは、食品衛生協会ホームページをこ確認下さい。https://ifha―lab.ip/seminar¨ info/

C置ヨ麗ヨ塞盪∋ 検査事業部管理課 TEL:042-789‐ 0212E― mail:kenshu@Fha.Or.ip

■

■



さまざまな補償を兼ね備えた「あんしんフード君」へのご加入検討を
「あんじんフード君」。「食品営業賠償共済」共済金支払い状況

ちよつとした不注意で高額賠償′?施設の管理不備による共済金支払い事例

時 詢きますようお願いいたします:

故

類

事

分 事故区分 事故発生目
共済 加入

加入コニス 営業種類
年間推卜金(ョ )

事故―の状況 帽
・融

共済1金額|(円 )
支部 支所 材哺篭掛≦)(円 )

]

食

中

毒

20240413 和歌山県 日高
あんしん

フード君

仕出し・弁当

飲食店

食料品販売業

食品製造業

54,500
提供した弁当によるノロウイルス

食中毒。
135
賠

特

計

2,470,000
247,000
2.717.000

2 20240224 栃木県 大田原
あんしん

フード君
飲食店

15,600
2,900

提供した料理によリノロウイルス

食中毒。損害賠償金のほかに体業

期間6日間分の休業補償金を支払
つた。

15

賠 :  884,110
休 :  565,249
特 :  144,936
計 : 1,594,295

３

　

　

一　

　

　

４

　

　

　

一　

　

　

５

202401 16 香J県 高松
あんじん

フード君

士出し・弁当

給食施設
34,600

提供した料理によるノロウイルス

食中毒。
47

賠

特

計

1,066,047

106,605
1.172.652

ノロウイルス

20240316 新潟県 柏崎
あんしん

フード君
飲食店

8500
900

提供した料理によるノロウイルス

食中毒。損害賠償金のほかに、4

日間分の体業補償金および各種費

用にて生産物自体の損害を支払つ

た。

27

賠

休

特

生

計

484225
20686]
69`109
82929
843124

20240322 広島市 中
あんしん

フード君
飲食店 8,500

提供した料理によるノロウイルス

食中毒。損害賠償金のほかに各種

費用にて被害者治療費および生産

物自体の損害を支払つた。

43

賠

特

被

生

計

464.640
46464
150000
34,741

695,845

6 20240124 静岡県 小笠連合
あんしん

フード君
す し

8500
1,000

提供した弁当によるノロウイルス

食中毒.損害賠償金のほかに体業

期間5日間分の体業補償金を支払
つた。

賠 :  479.690
休 :   52,743
特 1   53243
計 1   585676

7

施
設

賠

償

事

故

施設リスク

2024102127 埼玉県 草加 算穐 仕出し,弁当 翌謡 財 :肥 T
麟
Ｌ
話 躙

８

　

　

一
　

９

20240330 広島県 三原
あんしん

フード君

食品製造業

食料品販売業
187,300

し

突

さ

管

が

損

保

ナ

破

て

テ

を

せ

ン

両

乗

コ

車

に

ク

の

車

ツ

中

ム
ロ
チ

行

で

ス

通

［
ｎ

ラ

　
ヽ

地

プ

び

敷

た

飛

ｏ

舗

い

で

た

店

て

風

せ

施

特

計

898,390
89839
988229

20230605 奈良県 奈良市
あんしん

フード君

仕出し 弁当
飲食店

47900
店舗に設置していたバラソル/」 風

で倒れ、お客さまにあたり負傷さ

せた。

1

施

特

計

800000
80,000
880000

10 20240505 兵庫県 lB馬
あんしん

フード君

店

店

食

茶

飲

喫
8500 強風により看板

が倒ll、 駐車車両

にあたり破損させた。

施

特

計

775,610
77561
853]7]

11 業務リスク 20240309 茨城県 古河

スーパー

あんしん

フード君

飲食店

8,500
600

傷 117,200

従業員が転lElし、お客さまの服を

汚損させた。

施

特

計

582,222
58222
640444

]2
そ
の
他
リコール費用 20230906 北海道 岩見沢

あんしん

フード君
食品製造業

565,000
60,700

加入者が製造した製品に製造機械

の部品が混入しており、身体的被

害発生のおそれがあるため回収を

行つた。各種費用にてリコール費

用を支払つた。

り

計

8,611,974
8,611,974

支払い日(202461～ 731抜粋)
※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。
※こ加入された支部 支所と営業所在地が異なる場合があります。

賠 :生産物賠償金、施 :施設賠償金、

体 :店舗休業補償金、特 :特別費用、生 :生産物自体の損害
被 :被害者治療費等、り :リ コール費用、計 :合計共済金
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次の|よう場 合‐に補償されます
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|わ客様が振,向|き|ざま
―
に傘で

別のお客様に読 .をさせたよ| 鑢鰹易絶3二 rラ替瓦贔冊‐rlr
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ジブラルタ生命のライフプラン・コンサルタントが、あなたとご家族の生涯に

わたるご希望、将来設計などをお聞きして、あなたに必要な保障額 (保障の

カタチ)を算出し、それに合わせた保険をオーダーメイドします。

「屹+鰺 の安心」

ジブラルタ生命のライアプサン。磯》サルタントは、お客様それぞれの状況に応じて、保険によって備えておくべき

経済的なリスクを「鬱薔潜Jの資金に分類し、万一の死亡や不測の入院などに際しても、ご家族が困ることの無いよう

最適なプランのご提案を行つています。詳しくは当社のライフプラン・コンサルタントにご相談ください。

驀

ジブラルタ生命保険株式会社 コ」̈´鼈颯肱鸞鶴辣贄瞼絃瘍鸞 鶉 綴b醸薔轟『本社/〒 100-8953東 京都千代田区永田|

(躍 濃養壼IIIII藍曇壺興 菫ib  授付時蘭平徊¨¨ 0土曜̈ n100鸞 ジブ切け齢
 |(日 祝 年末年始を除く)



この度、『2025年版 食品衛生手帳』の発刊が決定し、名入れの予約受付を開始
しましたのでお知らせします。

本手帳で |よ、月間日記欄は見開きで 1か月のスケジュール管理を、週間日記欄 |よ

左ページで 1週間のスケジュール、右ページで打合わせ等のメモを記録できます。

巻末に「食品衛生ミニ知識」を収載していますので、食品衛生に携わる方がたにと

り、たいへん便利な手帳となつています。

また、100部以上のこ注文で名入れサービスを受け付けています。さまざまな
場面でお役立てしヽただける本手帳を、ぜひこ活用ください。

:錦選名

'発

ま夢鰤17鍵紺:鏃島証1島義:九為鵬:鷹

E tt17tヨ咀ヨ三‐

第 1章 食品衛生法と関係法令
第2章 最近の食中毒の発生事例
第3章 食品衛生指導員活動について
第4章 一般的な衛生管理とHACCPによる衛生管理
第 5章 食品衛生における危機管理
参考資料

■体裁 :B5判 ページ数未定本文カラー印昴1

日定価 :1,760円 (税込 )

■発刊 :2024年 8月 末 (予定 )

躙躙躙鰊鰤躙

111送 ||ま1料111回かつ1か所あたりのこ注文金額が税込で3,000円以上はサービス、3,000円未満は一律500円

壇葬盪冬癸膀二軋』血多重i
食と健康

食品衛生研究

定期購読 書籍のご注文、
丁巨L03-5830‐8806

お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 出版部普及課まで
FAX 03‐ 5830-8810 メールアドレス fukyuuka@jfha.or.jp

鯰鰤茉轟判驀愈亜璽
忘馘濾鶉書

が開催される頃には穏やかな気候になつている事を願います。 (篠田)

例年以上に体力 :


